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残
照
の
川
越
え
て
く
る
祭
笛

                     

硲　

百
合
子

　

川
向
こ
う
の
隣
の
町
の
祭
笛
が
聞
こ

え
て
い
る
の
だ
。
「
残
照
の
川
越
え
て

く
る
」
が
、
遠
い
昔
を
も
思
い
出
さ
せ

る
よ
う
な
、
懐
か
し
さ
を
喚
起
す
る
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

だ
ん
だ
ん
と
口
数
の
減
り
梅
を
干
す

              　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

　

二
人
か
三
人
で
梅
を
干
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
初
め
は
、
お
し
ゃ
べ
り
が

は
ず
む
が
、
段
々
、
口
数
が
減
っ
て
作

業
に
熱
中
し
て
い
く
様
子
が
よ
く
わ
か

る
。
面
白
い
視
点
の
句
で
あ
る
。

老
眼
鏡
掛
け
て
あ
め
ん
ぼ
見
て
を
り
ぬ

            　
　
　

田
辺　

美
津
江

　

あ
め
ん
ぼ
の
小
さ
な
も
の
は
、
影
は

大
き
い
が
、
足
が
透
け
て
実
体
が
仲
々

見
え
に
く
い
。
老
眼
鏡
を
掛
け
て
、
子

供
達
と
一
緒
に
水
面
を
一
心
に
見
つ
め

て
い
る
姿
は
な
か
な
か
楽
し
い
。

晩
酌
の
肴
に
串
の
子
玉
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

喜
代
治

　

「
肴
に
串
の
子
玉
葱
」
が
面
白
い
。

新
玉
葱
の
小
さ
な
も
の
を
何
か
肉
を
は

さ
ん
で
串
焼
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
玉
葱

の
香
が
匂
い
立
つ
よ
う
で
、
健
康
的
で

お
い
し
そ
う
で
あ
る
。

夏
山
の
緑
押
し
寄
せ
宿
の
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

先
生
の
張
り
出
す
声
や
目
借
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

川
波
に
ゆ
れ
る
鵜
篝
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
崎　

琴

夕
焼
や
金
の
鱗
の
波
が
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田　

美
夫

　

選
者
吟　

能
面
の
掛
け
あ
る
仏
間
夏
深
し

連
絡
先　

硲　

百
合
子
☎

（51）
７
３
９
６

平成３０年９月１５日

中
尾
ひ
ろ
み
様　
　

37
歳　

６
月
１
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

26
・
２
組

秋
澤　

武
司
様　
　

80
歳 

６
月
28
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

21
・
３
組

伊
藤　
　

茂
様　
　

85
歳　

７
月
13
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

22
・
２
組

岩
本　
　

倭
様　
　

88
歳　

７
月
17
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
１
組

米
田　
　

豊
様　
　

89
歳　

７
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

21
・
１
組

大
宮　

初
枝
様　
　

69
歳　

７
月
24
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
５
組

菊
池　

松
治
様　
　

84
歳　

７
月
27
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

48
・
１
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報(

平
成
30
年
８
月
22
日
現
在
）

　

７
月
16
日
海
の
日
に
、
例
年
通
り
寒

川
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
34
神
社
・

39
基
の
神
輿
が
茅
ヶ
崎
海
岸
に
集
結
。

暁
の
祭
典
「
浜
降
祭
」
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
４
時
過
ぎ
に
一
番
神
輿
が
入
場

し
た
後
、
７
時
か
ら
の
神
事
で
は
、
天

皇
即
位
30
年
の
祝
賀
と
西
日
本
豪
雨
犠

牲
者
へ
の
鎮
魂
の
奏
上
が
厳
粛
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ざ
る
菊
の
苗
を
植
え
る
こ
ろ
、
体
調

が
思
わ
し
く
な
く
、
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

同
様
に
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
思
い
、
何
と
か
頑
張
っ
て
昨

年
（
二
百
数
十
本
）
の
半
分
ぐ
ら
い
を

植
え
つ
け
ま
し
た
。

　

秋
（
10
月
下
旬
）
に
は
開
花
す
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

場
所
は
、
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
ム

湘
南
み
ず
き
店
と
茅
ヶ
崎
骨
盤
整
骨
院

　

白
波
の
打
ち
寄
せ
る
茅
ヶ
崎
海
岸
に

　

７
月
25
日
、
先
の
広
報
に
取
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
我
々
は
、
42
年
ぶ
り
に

神
奈
川
県
消
防
操
法
大
会
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
訓
練
は
、
香
川

消
防
団
ら
し
く
終
始
士
気
高
く
、
目
標

タ
イ
ム
に
迫
る
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
で

４
ヶ
月
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
大
会
当
日
。
こ
の
夏

特
有
の
暑
さ
と
多
く
の
人
々
で
会
場
は

熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
期
待
さ
れ
て
い
た
成
績
に

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
場
の
混
乱
、

大
会
経
験
の
な
さ
で
、
団
員
全
体
が
浮

つ
い
た
ま
ま
本
番
を
迎
え
さ
せ
て
し
ま

っ
た
事
が
、
私
自
身
の
深
い
後
悔
で
す
。

　

競
技
で
の
結
果
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
操
法
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
日
頃

は
、
み
そ
ぎ
の
神
輿
が
次
々
に
「
ど
っ

こ
い
」
の
か
け
声
も
威
勢
良
く
海
に
入

り
、
見
学
に
来
ら
れ
た
大
勢
の
方
が
、

波
に
も
ま
れ
る
光
景
に
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
、
諏
訪
神
社
に
お
い
て
、

恒
例
の
「
夏
越
し
の
祓
」
「
戦
没
者
慰

霊
祭
」
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、
疫
病
や
罪
穢
が

祓
わ
れ
た
あ
と
、
神
社
役
員
は
新
調
さ

れ
た
揃
い
の
法
被
で
記
念
の
撮
影
！

成
　績
　自
治
会

優
　勝
　甘
　沼

準
優
勝
　第
　四

三
　位
　第
　一

四
　位
　み
ず
き

五
　位
　第
　三

六
　位
　第
　二

七
　位
　松
風
台

　

６
月
24
日
（
日
）
９
時
よ
り
香
川
小

学
校
体
育
館
に
於
い
て
、
町
内
対
抗
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

軽
く
て
柔
ら
か
い
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル

を
使
う
の
で
、
誰
で
も
簡
単
に
ラ
リ
ー

を
楽
し
め
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
４
名
で
行
い
、
１
セ
ッ
ト

15
点
の
ラ
リ
ー
ポ
イ

ン
ト
制
で
３
セ
ッ
ト

マ
ッ
チ
で
す
。

　

７
月
22
日
（
日
）
香
川
小
学
校
体
育

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
特
徴

は
、
短
い
シ
ャ
フ
ト
の
ラ
ケ
ッ
ト
・
羽

根
の
つ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
・
ス

マ
ッ
シ
ュ
の
禁
止
で
、
初
心
者
で
も
ラ

リ
ー
が
続
く
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

１
チ
ー
ム
は
６
名

以
上
、 

コ
ー
ト
内
は

３
名
で
前
衛
１
名
と

後
衛
２
名
で
戦
い
ま

す
。

ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
内

対
抗

フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
内

対
抗

◇
◇
◇
◇
香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催
◇
◇
◇
◇

成
　績
　自
治
会

優
　勝
　第
　四

準
優
勝
　第
　二

三
　位
　松
風
台

四
　位
　み
ず
き

五
　位
　第
　一

六
　位
　甘
　沼

七
　位
　第
　三

夏
越
祭
・
慰
霊
祭
・
茅
の
輪

の
防
災
活
動
に
重
要
な
資
機
材
操
作
、

節
度
、
機
動
力
、
団
結
力
は
、
操
法
を

経
験
し
た
事
で
格
段
に
上
が
り
ま
し
た
。

　

団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
過
酷
な
状
況
下
、

長
期
訓
練
を
乗
り
越
え
、
一
層
仲
間
た

ち
を
大
切
に
思
い
、
絆
が
深
ま
っ
た
事

が
最
大
の
成

果
で
す
。

　

後
悔
も
成

果
も
こ
の
度

の
経
験
を
胸

に
、
引
き
続

き
地
域
防
災

に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

（
三
橋

　

分
団
長
）

茅
ヶ
崎
消
防
団
第
　
分
団

16

暁から朝焼けに

の
交
差
点
を
浄
見
寺
の
方
面
に
向
か
い
、

徒
歩
で
四
～
五
分
ほ
ど
行
っ
た
所
の
左

側
、
柿
の
木
畑
の
先
で
す
。

　
　
　

（
第
一
町
内
会　

臼
井
五
郎
）　

◆
ざ
る
菊
の
疑
問　

ま
る
で
ザ
ル
を
伏

せ
た
よ
う
に
大
き
な
丸
い
形
は
摘
心
を

繰
り
返
し
て
丸
く
育
て
て
行
く
の
？

　

い
い
え
、
一
本
に
付
い
た
花
が
、
自

然
に
枝
分
か
れ
し
て
、
丸
く
形
作
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。
有
機
肥
料
を
す
き

込
ん
で
根
を
十
分
に
張
れ
る
よ
う
に
し

た
土
と
良
い
日
当
た
り
が
必
要
で
す
。


